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我が国では，自動車交通量調査の効率化・省力化のために人工知能の導入が推進されている．この交通

量調査にナンバープレートを認識する処理を追加できれば，車両の流動の計測が可能となり，調査を高度

化できる．交通量調査用に路側の高所から撮影した場合，ナンバープレートの傾きを補正する必要があ

る.しかし，ナンバープレートと車両が同系色の場合，エッジを抽出できず補正に失敗する．そこで，本

研究では，テンプレート画像を用いて，ナンバープレート画像にエッジを付与し，射影変換により正面を

向くように補正することで文字を抽出する手法を考案する．実験の結果，8 割以上の精度でナンバープレ

ートの補正に成功し，文字を抽出できた．今後は，射影変換の基準となる一連指定番号の抽出精度と濃度

ヒストグラムに着目した文字の抽出精度の向上を目指す． 
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1. はじめに 

 

我が国における自動車交通量調査は，調査員が車両の

形状やナンバープレートを目視で計測する手法が一般的

である．しかし，近年は調査員の確保が困難となること

が深刻化してきており，調査の効率化・省力化が期待さ

れている．そこで，国土交通省では，令和 3年度の全国

道路・街路交通情勢調査において，新たに AI 観測を導

入 1)している．既存研究 2)では，AIを用いた画像認識手

法を適用することで，車種別の断面交通量を高精度に計

測できる手法がある．また，既存サービスとしては，

SCORER3)や TRAVIC 4)など多数展開されている．これら

のサービスは，交通量調査の機能に加えてナンバープレ

ートの認識機能を備えているが，文字を鮮明に撮影する

ために，カメラを低い位置に設置する必要がある．その

ため，カメラから遠い車線を走行する車両では，手前側

の車線を走行する車両によって，ナンバープレート自体

が隠されて認識が困難になる．そこで，著者らは，この

問題を解消するために，交通量調査用に高所から撮影し

た動画像を用いてナンバープレートの文字を認識する手
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法 5)を開発した．しかし，本手法では，ナンバープレー

トの一連指定番号や分類番号（図-1）を別々の処理で抽

出しているため，処理に時間を要する．一方，規格で定

められたナンバープレートの文字の配置を用いて，すべ

ての文字を 1つの処理で抽出することができれば，処理

に要する時間を短縮できる可能性がある．しかし，路側

の高所から撮影した場合，ナンバープレートが画像上で

傾くことで解析が困難な課題がある．これを解決するた

め，ナンバープレートの外枠のエッジを抽出し，4 つの

頂点の座標を用いて，ナンバープレートが正面を向くよ

うに射影変換で補正する手法が考えられる．このような

手法では，頂点を抽出するためにナンバープレートの外

枠のエッジを抽出しているが，車両と同系色の場合，抽

出できない課題がある．そこで，本研究では，一連指定

番号の 4桁目の数字に着目した．一連指定番号の 4桁目

の数字は，すべてのナンバープレートで表示されてお

り，文字のサイズが大きく，分類番号やひらがなと比較

して抽出が容易である．そのため，特に抽出しやすい 4

桁目の文字に着目してナンバープレートの傾きを補正す

ることで，高精度にナンバープレートの文字を抽出でき

ると考えた．また，ナンバープレートには様々な種類の

色が利用されているが，本手法であれば車両とナンバー

プレートの色の組み合わせに影響されることなくナンバ

ープレートの傾きを補正できることが期待される． 

以上のことから，本研究の目的は，射影変換によりナ

ンバープレート画像を正面向きに補正し，規格どおりに

すべての文字を抽出する手法の考案とする． 

 

 

2. 車両ナンバープレートの文字抽出手法の考案 

 

本研究で考案した処理の流れを図-2に示す．考案手法

は，ナンバープレート抽出処理，一連指定番号の抽出処

理，射影変換処理および文字の抽出処理によって構成さ

れる．本章では，それぞれの処理を詳述する． 

 

(1) ナンバープレート抽出処理 

本処理の流れを図-3に示す．本処理では，交通量調査

を目的に撮影した動画像（図-3左上）を入力とし，ナン

バープレート画像を出力とする．まず，YOLO v4 6)を用

いて構築した車両検出モデルにより，動画像を解析する

ことで，2 本の断面線の領域内にある車両を継続して検

出する．これにより，1 台の車両から複数枚の車両領域

画像が得られる．そして，SegNet 7)を用いて構築した部

位識別モデルにより，抽出した車両領域画像を解析する

ことで，ナンバープレートを識別し抽出する．本処理は，

既存研究 5)と同様であるため，詳細は該当の研究を参照

されたい． 

(2) 一連指定番号の抽出処理 

本処理の流れを図-4に示す．本処理では，抽出したナ

ンバープレート画像（以下，「元画像」とする．）を入

力とし，一連指定番号の 4桁目の座標値を出力とする．

まず，一連指定番号を抽出するために，元画像をグレー

スケール化し，ラプラシアンフィルタによりナンバープ

レートや文字の輪郭を抽出する．次に，抽出した輪郭に

対して外接矩形を描画する．描画された外接矩形のサイ

ズが小さい場合には，矩形が一定のサイズになるように

座標値を補正する．そして，ナンバープレートの外枠の

 

図-1 ナンバープレートの情報 

 

 
図-2 考案手法の流れ 

 

 

図-3 ナンバープレート抽出処理の流れ 

 

一連指定番号ひらがな

運輸支局 分類番号

動画像

ナンバープレート
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テンプレート
画像

射影変換処理
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黄：後輪，水色：フロントガラス，

深緑：ナンバープレート

※ナンバープレートは
マスキング済み

抽出
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エッジを抽出できた画像からナンバープレートの傾きの

平均値を算出し，その分だけ外接矩形を回転させる．最

後に，画像中の最も右側に位置する外接矩形の座標値を

出力する． 

 

(3) 射影変換処理 

 本処理の流れを図-5の左に示す．本処理では，外接矩

形の座標値とテンプレート画像を入力とし，元画像を射

影変換させた画像を出力とする．テンプレート画像は，

国土交通省が公開しているナンバープレートの規格 8)を

基に作成する．まず，回転後の外接矩形における頂点の

座標とテンプレート画像における一連指定番号の 4桁目

の座標を用いて，テンプレート画像を射影変換する．ナ

ンバープレートの 4桁目の数字は，すべてのナンバープ

レートに含まれているという特性があり，手法の汎用性

の向上も期待できる．そして，射影変換後のテンプレー

ト画像におけるナンバープレートの頂点の座標を抽出

し，その座標値を元画像に反映させることで，元画像を

射影変換する． 

 

(4) 文字の抽出処理 

 本処理の流れを図-5の右に示す．本処理では，射影変

換後の画像を入力とし，ナンバープレートの文字画像を

出力とする．まず，ナンバープレートの規格からそれぞ

れの文字が存在する位置の座標値を決定する．そして，

座標値を用いて射影変換後の画像から文字を抽出する． 

 

 

3. 考案手法を用いた実証実験 

 

(1) 実験概要 

 本研究では，交通量調査用の動画像から抽出したナン

バープレートの全体が映っている画像 500枚に対して考

案手法を適用することで，有用性を検証する．検証に使

用する動画像は，既存研究 9)と同様に地面からの高さが

4.0m，垂直角度が20°前後となるようにウェアラブルカ

メラを設置して撮影した．カメラの設定は，解像度を

5.3K，フレームレートを 60fpsとした． 

 

(2) 実験結果と考察 

本実験の結果を表-1 に示す．表-1 を確認すると，500

枚中 402枚の画像でナンバープレートの文字の抽出に成

功し，正解率は 80.4%であった．この結果は，画像 1枚

に対する結果であるため，動画像の特性を活かし，1 台

の車両の追跡中に得られる複数枚のナンバープレート画

像を用いることで，画像 1枚では抽出に失敗した場合で

も，他のフレームでの抽出結果により補正できる可能性

がある． 

 結果を詳細に確認すると，図-6に示すように，ナンバ

ープレートの色に関わらず，傾きを補正して文字を抽出

できていることがわかった．また，図-6の上に示すよう

に元画像と射影変換後のテンプレート画像とを重畳させ

た時に，ナンバープレートのエッジに正しく重なってお

り，図-6の下に示すように元画像を正面向きに正しく補

 
図-4 一連指定番号の抽出処理の流れ 

 

 

図-5 射影変換処理と文字抽出処理の流れ 

 

表-1 文字の抽出結果 

評価枚数 

（枚） 

抽出成功枚数

（枚） 

正解率 

（%） 

500 402 80.4 

 

 

図-6 文字を正しく抽出できた画像 
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正できたこともわかった．これは，一連指定番号の 4桁

目を正しく抽出でき，矩形の大きさや角度の補正値が適

切であったためであると考えられる．さらに，図-6の右

上に示すように，ナンバープレートと車両がどちらも緑

色の画像の場合でも正面向きに補正できている．このこ

とから，考案手法はナンバープレートのエッジを抽出で

きない画像に対しても有用な手法であることが明らかに

なった．しかし，図-7に示すように，一連指定番号の 4

桁目の抽出に失敗した画像では，異なる文字が射影変換

の基準となる座標として用いられており，元画像とテン

プレート画像の外枠のエッジが大きくずれ，文字の抽出

に失敗した．これは，文字の輪郭がぼやけていることが

原因で抽出できなかったためと考えられる．そのため，

鮮鋭化処理を適用し，文字の輪郭を鮮明化させること

で，文字の抽出精度を向上できる可能性がある．また，

図-8に示すように，矩形の大きさや角度の補正に失敗し

た場合，元画像とテンプレート画像の外枠のエッジにず

れが発生し，文字の抽出に失敗する画像が散見された．

画像を確認すると，テンプレート画像との大きなずれは

なく，文字同士の境界が明確となっているため，垂直・

水平方向に投影した濃度ヒストグラムに着目することで

テンプレート画像とのずれを補正できる可能性がある． 

 

 

4. おわりに 

 

 本研究では，一連指定番号の 4桁目を基準とし，テン

プレート画像と元画像を射影変換することで，ナンバー

プレートの文字の抽出手法を考案した．実証実験の結

果，考案手法を適用することで，8 割以上のナンバープ

レート画像ですべての文字の抽出に成功したため，考案

手法の有用性を確認できた． 

 今後は，画像処理手法を用いて画像を鮮鋭化させるこ

とで，射影変換の基準となる一連指定番号の抽出精度の

向上を目指す．また，濃度ヒストグラムに着目すること

で，テンプレート画像からずれている部分を補正する処

理を実装する．そして，複数地点で撮影した動画像に対

して考案手法を適用することで文字を抽出および認識

し，その結果から動画像間で同一の車両を特定する手法

の開発を目指す． 
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図-7 一連指定番号の4桁の文字の抽出に失敗した画像 

 

 

図-8 外接矩形の大きさや角度の補正に失敗した画像 
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